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議会だよりみはまみはま
第129号

第 ２ 回 定 例 会 （令和７年６月４日から６月19日まで）

第２回定例会（６月定例会）は、令和７年６月４日に開会され、会期を６月19日までの 16日
間と決定し、全議案議了した後、18日に閉会しました。
初日は、専決処分４件、人事案件１件、その他３件を審議し、承認、同意、可決しました。
その後、５議案を一括上程し、各常任委員会へ付託しました。
18 日には発議１件、各常任委員長の報告の後、付託された、条例制定１件、条例改正３件、
補正予算１件、計６件を審議し、可決しました。
一般質問では６人の議員が通告に基づき、それぞれ町政に対する質問、提言を行いました。

発　議
〇�御浜町議会議員報酬に関する調査特別委員会の
設置に関する決議（案）について・・・可決

議　案
○�専決処分（御浜町町税条例の一部改正）・・・
承認
〇�専決処分（御浜町半島振興対策実施地域における固
定資産税の特例措置に関する条例の一部改正）・・・
承認
〇�専決処分（御浜町国民健康保険税条例の一部
改正）・・・承認
〇�専決処分（御浜町後期高齢者医療に関する条例の
一部改正）・・・承認
〇�御浜町固定資産評価審査委員会委員の選任・・・
城内　利夫氏（上市木）の選任に同意
〇工事請負契約の締結・・・可決
　✍御浜町役場受変電設備等更新工事
〇工事請負契約の締結・・・可決
　✍御浜町中央公民館改修工事
〇財産の取得・・・可決
　✍御浜町立小中学校における学習者用端末の更新
〇�行政手続きにおける特定の個人を識別するため
の番号の利用等に関する法律の改正に伴う関係
条例の整理に関する条例の制定・・・可決
〇�委員会の委員等の報酬及び費用弁償に関する
条例の一部改正・・・可決
〇�御浜町福祉医療費の助成に関する条例の一部
改正・・・可決

〇�御浜町水道事業布設工事監督者の配置基準及び
資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関
する条例の一部改正・・・可決
〇�令和７年度御浜町一般会計補正予算（第１
号）・・・可決

　✍歳入歳出予算の総額 69億 9,046 万 6千円

その他の活動
議会運営委員会

令和７年５月 20 日
協議事項
１．第２回定例会について
①定例会等の日程及び上程議案の審議日程
等の協議

全員協議会
令和７年５月 26 日

協議事項
①第６次御浜町総合計画後期基本計画（中間案）
に係る協議について

説明事項
①受変電設備等更新工事について
②行政手続きにおける特定の個人を識別す
るための番号の利用等に関する法律の改
正に伴う関係条例の整理に関する条例の
制定について
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③国の防災計画の修正及び南海トラフ被害
想定の見直し等について
④御浜町福祉医療費の助成に関する条例の
一部を改正する条例について
⑤御浜町立小中学校における学習者用端末
の更新について
⑥中央公民館改修工事について

報告事項
①尾呂志診療所について
②新校舎建設全庁的プロジェクトについて

その他事項
①阿田和駅舎について
②KiiCard で得た情報データについて
③熊野古道20周年記念イベント浜祭りの事業
結果について
④家庭ごみ収集について
⑤農産物直売所等の売り上げ額の推移について
⑥町道紀南病院線の進捗状況について
⑦学校での落雷対策について
⑧各地区公民館の和室などの空調の整備について

総務産業常任委員会
令和７年６月 10 日

審査事項
１．付託された３件の議案の審査

担当課から補足説明を受けた後、質疑を
行い、審査の最後に討論・採決を行いました。

教育民生常任委員会
令和７年 6 月 11 日

審査事項
１．付託された３件の議案の審査

担当課から補足説明を受けた後、質疑を
行い、審査の最後に討論・採決を行いました。

御浜町地域活性化調査研究特別委員会
令和 7 年 4 月７日

協議事項
１．地域の皆さんと議会との懇談会について

令和７年 5 月 15 日
協議事項
１．地域の皆さんと議会との懇談会について

令和７年６月４日
協議事項
１．地域の皆さんと議会との懇談会について

「地域の皆さんと議会との懇談会について」

　５月 17日と 18日に開催させていただき、多く
の皆さんにご参加いただきありがとうございまし
た。議会宛の質問を以下のとおり、ご回答させて
いただきます。なお、懇談会の詳細は本議会だよ
りＰ 10、Ｐ 11をご覧ください。

（１）�　住民と議会との懇談会について、昼間休日
の開催を検討して欲しい。

　　（回答）　�いただいた意見を含め、今後はなる
べく参加者が参加しやすい日程で開
催させていただきます。

（２）�　以前より、議員定数が減少しているため、
議会機能が十分果たせないと懸念している。

　　（回答）　�議員定数については現況の 10名で
運営してまいります。成り手不足解
消に繋がるよう御浜町議会議員報酬
に関する調査研究特別委員会を立ち
上げました。

（３）�　同じ地域の町議会議員に地域懇談会に参加
して欲しい。

　　（回答）　�今後はなるべく同地区・同地域での
議員を含んだ形での開催を心掛けた
いと考えます。

議会だより特別委員会
令和 7 年７月 22 日

協議事項
１．議会だより 128 号について

令和７年　第２回定例会
　御浜町議会定例会一般質問通告書（通告順）
詳しくは下記ぺージをご覧ください。

１．池上　勝生　議員・・・Ｐ４

２．端地　常浩　議員・・・Ｐ５

３．髙岡　　洋　議員・・・Ｐ６

４．南　　州計　議員・・・Ｐ７

５．宇城　公子　議員・・・Ｐ８

６．世古　　正　議員・・・Ｐ９
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道路建設・整備関係　広域の期成同盟会、協議会について道路建設・整備関係　広域の期成同盟会、協議会について

三重県最南部エリア、和歌山県・奈良県との県境に隣接する御浜町は、紀伊半島南部地域共通
の課題である「道路整備」について、県境を越えて近隣の市町村と広域で取り組んでおり、期成
同盟会や協議会として、国や県に対し、協力して建設・整備の要望活動等をおこなっています。
「期成同盟会」とは、ある特定の目標を達成するために、関係する地方公共団体や団体が連
携して設立するもので、主に、道路や鉄道などの整備促進などを目的に活動する組織です。

御浜町は、近畿自動車道紀勢線（熊野市～新宮市間）建設促進期成同盟会、熊野尾鷲道路建
設促進期成同盟会会員団体で、この他、国道 169 号線改良促進連絡協議会、国道 168 号（五条・
新宮間）整備促進協議会等の会員団体として、町長と共に、議会を代表して議長が会議や国へ
の要望活動に参加しています。

昨年 12 月 7 日には、長年の念願であった「国道 42 号新宮紀宝道路」（熊野川
河口大橋）が全線開通。国土交通省近畿地方整備局が発表した整備効果では、
新宮市内の渋滞解消や、御浜町内から新宮市立医療センターへの平均搬送時間
が約 3～ 4分短縮したこと等、大きな効果があったことが示されました。
近畿自動車道紀勢線（熊野市～新宮市間）建設促進期成同盟会は、熊野市、御浜町、紀宝町、
新宮市、那智勝浦町、田辺市、北山村で組織され、未着工である紀宝熊野道路や、すさみ串本
道路の事業推進等、「紀伊半島一周高速道路」の早期全線開通に向けた要望に加え、紀勢大内
山～尾鷲北間の４車線化の早期事業化を盛り込んだ決議文を 5月の総会で取りまとめ、国に提
出しています。

また、紀伊半島南部と関西圏を縦に結ぶ大動脈である国道 169 号、
168 号についても、協議会を通じて改良・整備を要望する活動をおこなっ
ており、令和 5年 12 月に下北山村前鬼～上池原で発生した崩土被害に
対しては、これら要望活動により、国による災害復旧権限代行が決まり、
別線トンネルルートの本格的な工事が着工されています。
国道 169 号線改良促進連絡協議会は、上北山村・下北山村・川上村、
北山村、熊野市・尾鷲市・紀宝町・御浜町で組織され、5月に開催された総会では、国の直轄権
限代行で計画されている新伯母峯トンネルの早期着工を強く要望する決議文が採択されました。

道路のほか、鉄道の整備促進として、リニア中央新幹線建設促進三重県期成同盟会に県内全
市町議長が特別会員になっており、総会等会議に出席しています。東京に直行（飛行機・鉄道）
で行けない都道府県は三重県と奈良県のみで、三重県は「高速交通空白地」と言われています。
リニア計画では、駅は亀山市に設けられることが決まっており、東京～亀山間は約１時間で
結ばれます。御浜〜亀山間は、高速道路に乗れば紀勢道→伊勢道で約 140km、約２時間で行く
ことができ、名古屋駅経由で現在の新幹線で行くよりはかなり便利になります。

東京から最も遠いと言われる紀伊半島南部のこの地。みかん
をはじめ、地域の特産物を大消費地の首都圏・名古屋・関西エ
リアに早く、安全に運ぶ物流の面でも、人の往来による地域経
済の活性化の面でも道路・鉄道の整備は最重要課題であり、近
隣市町村と力を合わせ、しっかりと取り組んで参りたいと存じ
ております。 御浜町議会議長　山本　章　

整備効果資料
QRコード

新伯母峯トンネル計画図
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一 �

外
部
人
材
（
地
域
お
こ
し

協
力
隊
、
集
落
支
援
員
）

の
活
動
実
態
に
つ
い
て

質
問

㈠�　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
集

落
支
援
員
に
つ
い
て
、現
在
、

何
名
の
協
力
隊
・
支
援
員
を

受
け
入
れ
、
ど
の
よ
う
な
分

野
で
活
動
さ
れ
て
い
る
の
で

す
か

答
弁　

本
町
で
は
現
在
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
が
２
名
、
集

落
支
援
員
が
５
名
活
動
し
て
お

り
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、

「
一
般
社
団
法
人
ツ
ー
リ
ズ
ム

み
は
ま
」
に
て
旅
行
者
向
け
商

品
開
発
な
ど
、
そ
し
て
、
集
落

支
援
員
は
、「
み
は
ま
ロ
コ
」

で
店
長
な
ど
と
し
て
勤
務
し
て

い
ま
す
。

　

国
か
ら
一
人
当
た
り
年
額
約

５
０
０
万
円
近
い
活
動
費
が
出

て
お
り
、
現
在
、
尾
鷲
市
で
は
、

20
名
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、

そ
し
て
熊
野
市
で
は
、
26
名
の

集
落
支
援
員
が
活
動
し
て
い
ま

す
。
国
も
力
を
い
れ
て
お
り
、

令
和
５
年
は
、
約
７
２
０
０
人

で
あ
っ
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊

を
令
和
８
年
ま
で
に
、
一
万
人

に
す
る
目
標
を
掲
げ
て
お
り
、

財
政
的
に
も
明
確
に
し
て
推
進

し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

質
問

㈡�　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ

い
て
、
何
名
の
方
が
本
町
に

定
住
・
就
業
し
て
い
る
の
で

す
か
。
そ
の
実
態
は　

答
弁　

こ
れ
ま
で
通
算
で
14

名
の
隊
員
を
受
け
入
れ
、
そ
の

う
ち
８
名
が
、
任
期
終
了
後
も

本
町
に
定
住
し
、
町
内
で
の
就

業
や
起
業
さ
れ
、
町
の
担
い
手

と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

提
案　

こ
れ
ら
の
制
度
は
、

２
０
０
８
年
、麻
生
政
権
時
に
、

人
口
減
少
に
よ
り
、
集
落
機
能

の
低
下
が
問
題
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
そ
の
対
応
策
と
し
て
打

ち
出
さ
れ
た
施
策
で
あ
り
、
本

町
に
お
い
て
も
、
過
疎
化
等

色
々
な
課
題
が
あ
り
、
集
落
の

維
持
、
活
性
化
に
繋
が
る
こ
の

よ
う
な
制
度
を
積
極
的
に
活
用

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　

例
え
ば
、
阿
田
駅
舎
建
て
替

え
の
際
に
は
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
を
駅
長
に
、
そ
し
て
、

黒
岩
池
等
た
め
池
周
辺
の
雑
草

対
策
、
神
木
地
区
で
進
め
ら
れ

て
い
る
活
性
化
施
設
の
運
営
管

理
、
阪
本
地
区
で
の
稲
作
対
策

な
ど
に
つ
い
て
の
調
査
、
活
動

支
援
等
に
集
落
支
援
員
の
雇
用

を
提
案
し
ま
す
。

二　

�

タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
事

業
の
地
域
実
情
に
応
じ

た
見
直
し
に
つ
い
て

質
問

㈠�　

タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
チ

ケ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
一
律

支
給
を
し
て
い
ま
す
が
、
町

内
の
地
理
的
特
性
を
考
慮
す

る
と
地
域
よ
っ
て
実
質
的
な

利
便
性
に
差
が
生
じ
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。
距
離
に
よ

る
見
直
し
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
町
長

の
考
え
は

国
か
ら
の
財
政
的
支
援
の
あ
る
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
集
落
支
援

員
を
適
材
・
適
所
に
配
置
す
べ
き

で
は
な
い
で
す
か

答
弁　

本
町
で
運
用
し
て
い

る
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
事
業

は
、
公
共
交
通
で
の
移
動
を
基

本
に
、
バ
ス
停
か
ら
遠
距
離
に

あ
る
地
域
へ
の
対
策
と
し
て
実

施
し
て
お
り
、
平
成
２
７
年
の

制
度
開
始
以
来
、
こ
れ
ま
で
に

何
度
か
見
直
し
を
行
い
な
が
ら

利
便
性
の
向
上
に
努
め
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
の
こ
と
で
す
が
、
ま
ず
、

本
年
度
、
実
態
調
査
を
実
施
し

た
上
で
、
ご
指
摘
の
タ
ク
シ
ー

料
金
助
成
事
業
の
制
度
設
計
、

あ
る
い
は
様
々
な
理
由
で
公
共

交
通
が
利
用
し
に
く
い
方
に
も

対
応
で
き
る
新
た
な
交
通
手
段

に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
、
地
域

交
通
の
再
構
築
を
検
討
し
ま
す
。

三　

�

福
祉
バ
ス
の
運
行
見
直

し
に
つ
い
て

質
問

㈠�　

長
年
ル
ー
ト
が
固
定
さ

れ
て
お
り
、
住
民
か
ら
運

行
見
直
し
の
要
望
が
出
て

い
ま
す
。
見
直
し
や
検
証

は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
き

た
の
で
す
か

答
弁　

今
後
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
、
令
和
５
年
度
に
実
施

し
た
福
祉
バ
ス
利
用
者
等
に
対

し
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

を
踏
ま
え
、
現
時
点
で
は
大
き

な
変
更
の
見
直
し
の
予
定
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
が
、
利
用
さ
れ
る

方
々
な
ど
の
声
や
利
用
状
況
の

推
移
な
ど
も
見
な
が
ら
、
福
祉

バ
ス
単
独
で
の
検
討
だ
け
で
な

く
、
町
全
体
で
の
交
通
体
系
や

移
動
手
段
の
あ
り
方
を
検
討
す

る
中
で
考
え
て
い
き
ま
す
。

意
見　

公
共
交
通
は
、
単
な

る
移
動
の
問
題
で
は
な
く
、
健

康
維
持
や
社
会
参
加
の
基
盤
で

す
。
ま
た
外
出
を
支
援
す
る
こ

と
は
、
生
活
の
質
を
維
持
す
る

た
め
に
は
不
可
欠
な
施
策
で
あ

る
と
い
え
ま
す
。

一般質問

池上　勝生 議員
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公
共
交
通
網
の
整
備
に
つ

い
て
は

質
問　

利
用
状
況
と
住
民

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
対
策
は

答
弁　

令
和
６
年
度
利
用
状

況
、
自
主
運
行
バ
ス
紀
南
病
院

線
４
，
３
８
３
人
、
熊
野
古
道

清
流
荘
線
１
６
，
８
３
８
人
、

タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
事
業
の
登

録
者
数
２
３
７
人
、
使
用
枚
数

５
，
６
０
３
枚
、
福
祉
バ
ス
利

用
者
数
８
，
３
３
６
人
で
す
。

地
域
交
通
の
再
構
築
を
検
討
し

ま
す
。

商
工
観
光
の
振
興
に
つ
い

て
は

質
問　

キ
ー
カ
ー
ド
の
到
達

点
は

答
弁　

開
始
以
来
、
会
員
数
、

加
盟
店
数
、
取
扱
額
も
堅
調
に

推
移
し
て
い
ま
す
。

質
問　

観
光
商
品
開
発
は

答
弁　

宿
泊
体
験
と
熊
野
古

道
や
神
社
な
ど
を
巡
る
体
験

セ
ッ
ト
を
予
約
販
売
サ
イ
ト
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
準
備
を
し
て

い
ま
す
。

質
問　

旅
行
客
用
案
内
板
な

ど
は

答
弁　

さ
ぎ
り
の
里
へ
の
大

型
看
板
は
今
後
の
検
討
課
題

で
す
。

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
マ
ッ
プ
を

配
布
で
き
る
よ
う
に
、
置
き
場

所
を
工
夫
し
て
い
き
ま
す
。

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

質
問　

移
住
農
業
者
向
け
対

策
と
問
題
点
の
解
決
策
は

答
弁　

研
修
生
の
皆
様
に
は

７
棟
の
研
修
生
住
宅
を
用
意
し

て
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
面
は
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の

登
録
物
件
の
掘
起
こ
し
を
積
極

的
に
推
進
し
、
よ
り
多
く
の
選

択
肢
を
提
供
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て

質
問　

現
状
分
析
と
効
率
化
は

答
弁　

会
員
数
は
、
６
年
度

１
０
２
人
、
就
業
人
数
は
４
，

４
２
３
人
と
、
順
調
に
推
移
し

て
お
り
ま
す
。

　

効
率
化
策
は
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
と
共
有
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

み
は
ま
ロ
コ
に
つ
い
て

質
問　

問
題
点
の
解
決
策
は

答
弁　

営
業
時
間
は
現
在
、
９

時
か
ら
15
時
30
分
ま
で
で
す
。

開
設
以
来
、
毎
年
約
２
０
０
万

円
ず
つ
販
売
金
額
は
伸
び
て
い

ま
す
。

　

役
員
さ
ん
が
い
ろ
ん
な
こ
と

を
考
え
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

確
実
に
前
進
し
て
い
ま
す
。

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

質
問　

今
年
度
の
対
策
は

答
弁　

子
育
て
世
帯
に
子
ど

も
１
人
当
た
り
５
千
円
分
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
に
１
世
帯
当

た
り
１
万
円
分
の
商
品
券
を
配

布
し
ま
す
。
学
校
給
食
の
無
償

化
、
東
紀
州
５
市
町
で
唯
一
実

施
し
て
い
る
３
歳
児
未
満
の
保

育
料
無
料
化
を
実
施
し
ま
す
。

コ
メ
農
家
を
元
気
に
す
る

対
策
に
つ
い
て

質
問　

町
が
で
き
る
事
は

答
弁　

地
域
の
関
係
者
や
県

関
係
機
関
と
も
話
合
い
を
重
ね

な
が
ら
、
方
向
性
を
定
め
て
い

き
ま
す
。

紀
南
病
院
経
営
健
全
化
に

つ
い
て

質
問　

経
営
健
全
化
計
画
は

答
弁　

令
和
６
年
３
月
に
経

営
強
化
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し

た
。
実
効
性
の
あ
る
計
画
を
提

案
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一般質問

端地　常浩 議員

公
共
交
通
網
、商
工
観
光
，空
き
家
、高
齢
者
、

物
価
、
コ
メ
農
家
、
紀
南
病
院
に
つ
い
て



6

　

な
ぜ
、
町
民
の
声
を
無

視
し
て
「
み
か
ん
祭
り
」

を
廃
止
す
る
の
か
。

質
問　

町
を
元
気
に
す
る
町

民
大
多
数
が
切
望
す
る
み
か
ん

祭
り
を
な
ぜ
廃
止
す
る
の
か
？

答
弁　

駐
車
場
が
、
な
い
か

ら
み
か
ん
祭
り
は
し
ま
せ
ん
。

意
見　

そ
ん
な
意
味
不
明
な

理
由
で
廃
止
。
も
っ
と
町
民
の

声
を
真
摯
に
受
け
止
め
て
！

　

な
ぜ
、
公
民
館
（
大
広

間
以
外
）
の
空
調
整
備
は

各
地
区
の
お
金
で
整
備
さ

せ
ら
れ
る
の
か
？

質
問　

阿
田
和
公
民
館
の
空

調
は
、税
金
で
設
置
し
ま
し
た
。

他
の
公
民
館
は
、
各
地
区
で
お

金
を
工
面
し
て
設
置
修
理
を
し

て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
っ
て
お
か

し
く
な
い
で
す
か
？

答
弁　

阿
田
和
公
民
館
以
外

は
、
各
地
区
で
設
置
し
て
い
た

だ
い
た
の
で
、
今
後
も
各
地
区

で
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

意
見　

公
平
公
正
平
等
な
税

の
配
分
を
し
て
く
だ
さ
い
。
町

長
の
考
え
が
理
解
で
き
な
い
。

　

み
か
ん
産
地
再
生
の
取

り
組
み
を
最
優
先
で
！

質
問　

新
規
就
農
者
10
人
を

10
年
で
１
０
０
組
と
い
う
目
標

を
掲
げ
ま
し
た
。
し
か
し
、
就

農
者
の
畑
が
足
り
な
い
状
況
で

す
。
早
急
に
対
処
す
る
た
め
に

も
荒
廃
地
の
再
整
備
を
総
合
計

画
に
明
記
し
て
確
実
に
事
業
化

を
求
め
ま
す
。

答
弁　

検
討
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。

意
見　

柑
橘
の
衰
退
は
、
御

浜
町
の
衰
退
。
荒
れ
た
畑
の
再

生
整
備
は
み
か
ん
産
地
再
生
に

必
要
不
可
欠
で
す
。

　

御
浜
町
は
一
次
産
業
の
町

で
観
光
の
町
で
は
な
い
！

質
問　

経
済
の
好
循
環
、
人

の
減
ら
な
い
町
を
謳
っ
て
観
光

事
業
に
取
り
組
ん
で
７
年
、
全

く
成
果
が
報
告
さ
れ
ず
検
証
不

可
能
。
多
額
の
税
金
を
か
け
て

観
光
案
内
所
を
設
置
し
て
現
在

も
運
営
し
て
い
ま
す
が
、
観
光

案
内
所
を
閉
鎖
し
た
ら
御
浜
町

の
経
済
に
影
響
は
あ
る
の
か
？

答
弁　

閉
め
て
も
直
ち
に
何

か
起
こ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

意
見　

町
長
は
30
年
か
ら
40

年
か
け
て
、
観
光
事
業
で
成
果

を
出
す
と
い
う
見
解
で
す
が
、

あ
ま
り
に
も
無
責
任
だ
と
思
い

ま
す
。

み
か
ん
祭
り
再
開
せ
よ
の
町
民
の
声
を
完
全
無
視
！

公
民
館
空
調
施
設
は
各
地
区
の
設
置
者
が
負
担
？

耕
作
放
棄
地
の
農
地
再
整
備
は
、
待
っ
た
な
し
！

観
光
案
内
所
、
閉
鎖
し
て
も
経
済
不
安
一
切
な
し
！

一般質問

高岡　洋 議員
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第
６
次
総
合
計
画
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
人
口
減
少

へ
の
挑
戦
」
に
つ
い
て

質
問　

今
年
度
前
期
計
画
の

最
終
年
度
と
な
る
が
、
こ
れ
ま

で
取
り
組
ん
だ
主
な
事
業
の
成

果
と
課
題
は
。

答
弁　

人
口
減
少
へ
の
挑
戦

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
人
口
減

少
と
い
う
大
き
な
課
題
に
向
き

合
い
な
が
ら
、
若
い
世
代
が
安

心
し
て
暮
ら
し
、
子
育
て
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
社
会
増
減
へ
の

対
策
と
し
て
、
①
マ
イ
ホ
ー
ム

取
得
支
援
制
度
、
②
主
産
業
で

あ
る
柑
橘
等
の
新
規
就
農
者
へ

の
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
に
特
化
し

た
体
制
の
整
備
、
③
空
き
家
バ

ン
ク
等
の
推
進
に
よ
る
住
宅
の

確
保
、
④
転
入
子
育
て
家
庭
支

援
ポ
イ
ン
ト
、⑤
移
住
支
援
金
、

⑥
御
浜
町
同
窓
会
連
絡
会
を
通

じ
た
Ｕ
タ
ー
ン
促
進
事
業
、
⑦

外
部
向
け
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
サ

イ
ト
に
よ
る
情
報
発
信
等
の
事

業
展
開
を
図
り
、
成
果
と
し
て

令
和
２
年
度
か
ら
６
年
度
ま
で

の
５
年
間
で
、
累
計
２
５
０
名

超
の
移
住
者
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。

　

次
に
自
然
増
減
の
取
り
組
み

と
し
て
、
①
小
中
学
校
給
食
費

の
無
償
化
、
②
３
歳
未
満
児
の

保
育
料
無
料
化
（
東
紀
州
地
域

唯
一
）、
③
18
歳
年
度
末
ま
で

の
子
ど
も
医
療
費
の
窓
口
無
料

化
、
④
出
生
子
ど
も
家
庭
支
援

ポ
イ
ン
ト
、
⑤
結
婚
新
生
活
支

援
補
助
金
、
⑥
３
市
町
合
同
婚

活
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
の
事
業

に
取
り
組
み
、
成
果
と
し
て
昨

年
度
実
施
し
た
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
で
、
御
浜
町
に
住
み
つ
づ
け

た
い
と
回
答
さ
れ
た
割
合
が

73
・
１
％
と
な
り
、
５
年
前
の

72
・
０
％
か
ら
１
．
１
％
増
加

し
ま
し
た
。

質
問　

本
年
度
及
び
後
期
計

画
に
向
け
た
取
り
組
み
方
針

は
。

答
弁　

本
年
度
は
、
前
期
基

本
計
画
の
最
終
年
度
に
当
た

り
、
総
仕
上
げ
の
一
年
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
策
定
中
の
後
期
基

本
計
画
に
お
い
て
は
、
現
行
取

り
組
ん
で
い
る
施
策
を
基
本
と

し
つ
つ
、
最
優
先
と
し
て
小
中

学
校
と
阿
田
和
保
育
園
の
建
築

に
取
り
組
み
、
若
い
世
代
に
選

ば
れ
る
た
め
の
環
境
整
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
る

こ
と
で
、
一
定
の
成
果
は
出
る

と
考
え
て
い
る
が
、
学
校
や
保

育
園
の
建
設
な
ど
の
大
き
な
事

業
に
よ
り
、
厳
し
い
財
政
的
制

約
の
中
で
の
町
政
運
営
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

　

な
お
将
来
的
に
は
、
継
続
的

に
様
々
な
施
策
を
講
じ
た
と
し

て
も
、
人
口
の
半
減
が
予
想

で
き
る
こ
と
か
ら
、
将
来
世
代

に
負
担
を
先
送
り
す
る
こ
と
な

く
、
私
た
ち
と
将
来
世
代
の
豊

か
な
暮
ら
し
を
守
っ
て
い
く
た

め
に
、
人
口
減
少
に
対
応
し
た

行
政
へ
の
変
革
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
の
利
活
用

に
つ
い
て

質
問　

利
活
用
の
基
準
と
範

囲
は
。

答
弁　

防
災
行
政
無
線
の
利

活
用
は
、
町
の
行
政
情
報
を
は

じ
め
各
公
共
機
関
、
区
及
び
自

治
会
な
ど
か
ら
の
依
頼
の
公
共

的
な
行
事
等
の
情
報
を
発
信
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

個
人
や
民
間
団
体
な
ど
か
ら
の

私
的
な
放
送
の
依
頼
は
、
お
断

り
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

質
問　

近
く
の
高
速
道
路
等

で
発
生
し
た
交
通
事
故
に
よ
る

通
行
止
め
情
報
放
送
の
有
無

は
。

答
弁　

道
路
管
理
者
や
警
察

か
ら
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
は

放
送
し
て
い
ま
す
が
、
依
頼

が
な
い
場
合
は
、
事
故
の
発

生
時
期
や
復
旧
の
目
途
が

中
々
把
握
し
に
く
い
こ
と
も

あ
る
の
で
、
道
路
利
用
者
の

皆
様
に
は
、
道
路
管
理
者
に

よ
る
電
光
掲
示
板
や
看
板
な

ど
の
情
報
に
注
視
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

避
け
ら
れ
な
い
人
口
減
少
！

「
人
口
減
少
へ
の
挑
戦
」
の
現
状
と
今
後
の
方
針

一般質問

南　州計 議員
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ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

出
し
て
い
た
庭
の
草
・

小
枝
の
収
集
が
粗
大
ご

み
の
持
ち
込
み
に
変
わ

り
ま
す
！

質
問　

広
報
み
は
ま
に
チ
ラ

シ
が
入
っ
て
い
て
み
ん
な
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
運
搬
手
段
の

な
い
多
く
の
人
た
ち
は
、
ど
う

し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
と
と
て

も
困
ら
れ
て
い
る
。
元
に
戻
す

工
夫
は
何
か
な
い
の
か
。

　

木
曜
日
の
庭
の
草
・
小
枝
の

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
収
集

を
復
活
す
る
こ
と
を
望
む
。

答
弁　

軍
手
や
苗
箱
、
野
菜

の
く
ず
な
ど
の
草
・
小
枝
以
外

の
ご
み
が
混
入
さ
れ
た
状
態
の

も
の
や
、
家
庭
以
外
で
発
生
し

た
草
・
小
枝
が
多
く
出
さ
れ
て

お
り
、
作
業
員
が
改
め
て
分
別

作
業
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
と
な
っ
て
い
た
た
め
、

対
応
に
苦
慮
し
て
い
た
。

（
再
度
協
議
）

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

設
置
に
つ
い
て

質
問　

地
域
課
題
の
解
決
や

活
性
化
を
目
的
に
す
る
組
織

を
作
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

町
が
一
つ
の
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
を
作
り
、
委
員
か
ら
出

さ
れ
る
地
域
課
題
の
解
決
に

挑
戦
し
て
は
ど
う
か
と
い
う

提
案
。
幅
広
い
年
齢
層
の
公

募
と
い
う
新
し
い
考
え
方
も

取
り
入
れ
な
が
ら
、
御
浜
町

な
ら
で
は
の
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
が
近
い
う
ち
に
立
ち
上

が
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

答
弁　

町
民
の
皆
様
の
お
声

を
聞
い
て
議
論
す
る
形
の
公
聴

的
な
町
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、

ご
提
案
と
し
て
今
後
、
参
考
に

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

庭
の
草
・
小
枝
の
収
集
に
つ
い
て

新
規
就
農
者
の
た
め
の

住
宅
整
備
に
つ
い
て

質
問　

農
地
と
と
も
に
必
要

な
住
宅
、
倉
庫
に
つ
い
て
、

し
っ
か
り
と
計
画
的
に
整
備

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

　

町
営
住
宅
と
し
て
農
家
住
宅

を
建
て
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。
シ
ェ
ア
倉
庫
の
よ
う
な
も

の
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答
弁　

当
面
は
空
き
家
バ
ン

ク
へ
の
登
録
物
件
の
掘
り
起

こ
し
を
積
極
的
に
推
進
し
、

よ
り
多
く
の
選
択
肢
を
提
供

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

く
。
町
営
住
宅
は
建
て
る
と

い
う
計
画
は
な
い
。
シ
ェ
ア

倉
庫
の
よ
う
な
も
の
は
、
Ｊ

Ａ
に
打
診
し
て
い
る
。

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
の

駆
除
に
つ
い
て

質
問　

町
で
取
り
組
む
こ
と

は
何
が
あ
る
の
か
。
県
や
国
と

の
連
携
は
可
能
か
ど
う
か
探
っ

て
み
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

国
、
県
の
担
当
部
局

と
連
携
し
な
が
ら
、
啓
発
活
動

を
強
化
し
、
繫
殖
さ
せ
な
い
意

識
付
け
を
図
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
て
い
る
。

　

広
報
紙
や
防
災
行
政
無
線
に

よ
る
情
報
提
供
、
各
地
域
の
清

掃
活
動
時
に
お
け
る
啓
発
活
動

な
ど
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
進
め
て

い
き
た
い
。

一般質問

宇城　公子 議員

広
報
紙
や
防
災
行
政
無
線

に
よ
る
分
別
方
法
の
周
知

に
よ
っ
て
も
改
善
さ
れ
な

か
っ
た
。

キキョウの花

収
集
方
法
の
変
更
後
に
町
民

の
皆
様
か
ら
の
不
便
さ
の
声

可
燃
ご
み
日
に
収
集
を
行
う

堤防の新しい距離
表示看板

収まる大きさで
乾燥させて
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草
木
な
ど
の
回
収
方
法
の

変
更
に
つ
い
て

質
問　

四
月
よ
り
家
庭
か
ら

排
出
す
る
草
木
な
ど
の
各
集
積

場
か
ら
の
回
収
を
中
止
し
た
理

由
は
。

　

高
齢
者
や
敷
地
の
小
さ
い
家

庭
で
は
後
始
末
が
で
き
ず
処
理

に
困
っ
て
い
る
。

　

行
政
は
こ
れ
ら
の
声
に
、
ど

の
よ
う
に
答
え
て
い
く
の
か
。

答
弁　

各
地
区
の
ご
み
集
積

場
に
出
さ
れ
る
草
木
の
中
に
は

野
菜
屑
や
草
木
以
外
の
も
の
が

混
入
さ
れ
て
お
り
、
対
応
に
苦

慮
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
自
家
処
理
を
前
提

に
し
な
が
ら
も
、
粗
大
ご
み
の

持
ち
込
み
と
同
様
に
ゴ
ミ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
直
接
持
ち
込

み
に
変
更
し
た
。
そ
の
後
住
民

の
皆
さ
ん
の
不
便
さ
を
訴
え
る

声
も
あ
り
各
地
区
集
積
場
で
の

回
収
を
行
う
。

町
営
草
木
処
理
施
設
の
設

置
を

質
問　

こ
れ
ま
で
幾
度
と
な

く
実
現
を
求
め
て
き
た
が
、
行

政
の
前
向
き
な
姿
勢
が
見
え
な

い
、
公
園
や
公
道
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
の
草
刈
り
や
、

農
地
の
管
理
の
た
め
の
草
刈
な

ど
で
排
出
さ
れ
る
物
を
含
め
公

営
施
設
で
堆
肥
化
し
て
再
び
農

地
に
還
元
し
て
い
く
。  

　

温
暖
化
対
策
に
も
直
結
す
る

も
の
で
あ
り
、
早
期
の
実
現
を

求
め
る
。

答
弁　

勉
強
不
足
で
あ
り
、
も

う
少
し
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
、
先
進
地
を
含
め
色
々
研

究
し
て
い
き
た
い
。

　

草
木
の
処
理
は
現
在
処
理
業

者
に
委
託
し
て
お
り
昨
年
度

は
、
ト
ン
当
た
り
５
万
円
総
額

三
百
万
円
程
の
処
理
費
用
を
支

払
っ
て
い
る
。

米
作
り
町
農
業
の
今
後
の

見
通
し
に
つ
い
て

質
問　

急
激
な
気
温
の
上
昇

や
記
録
的
豪
雨
・
乾
燥
に
よ
る

大
規
模
山
林
火
災
な
ど
異
常
気

象
に
よ
り
、
農
業
に
も
大
き
な

影
響
が
出
て
き
て
お
り
ま
す
。

そ
の
対
策
と
対
応
は
待
っ
た
な

し
の
課
題
で
あ
る
。
今
年
の
コ

メ
不
足
に
も
影
響
が
で
て
お

り
、
国
民
の
主
食
で
あ
る
米
作

り
は
町
民
の
胃
袋
を
守
る
基
幹

産
業
で
あ
り
ま
す
。

　

市
場
任
せ
と
無
責
任
な
国
の

農
政
の
中
で
町
内
で
は
耕
作
放

棄
地
が
増
え
て
お
り
、
農
地
と

農
家
の
経
営
を
守
る
施
策
を
速

や
か
に
進
め
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
が
、
見
解
を
求
め
る
。

答
弁　

昨
年
度
実
施
し
た
農

業
の
将
来
を
語
り
合
う
会
議
の

中
で
、
稲
作
の
先
行
き
へ
の
不

安
の
声
が
多
く
出
さ
れ
た
。

　

今
後
も
地
区
単
位
で
の
今
後

の
在
り
方
に
つ
い
て
関
係
者
や

ゴ
ミ
収
集
と
対
策
に
つ
い
て

関
係
機
関
と
も
連
携
し
な
が
ら

方
向
性
を
定
め
て
い
き
た
い
。

柑
橘
栽
培
の
今
後
の
展
望

に
つ
い
て

質
問　

三
月
十
二
日
付
け
「
日

本
農
業
新
聞
」
一
面
に
現
在
の

「
ミ
カ
ン
産
地
す
べ
て
不
適
地

に
」
の
報
道
を
目
に
し
、
地
球

温
暖
化
の
影
響
が
深
刻
に
な
っ

て
き
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ

ま
す
。

　

現
在
、
柑
橘
を
主
産
業
と
し

て
い
る
御
浜
町
と
し
て
対
策
や

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
見
解
を

求
め
る
。

答
弁　

本
年
三
月
「
農
研
機

構
」
か
ら
温
州
ミ
カ
ン
・
ア
ボ

カ
ド
の
適
地
移
動
予
測
マ
ッ
プ

が
発
表
さ
れ
、
今
世
紀
末
に
は

地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
り
、

南
紀
の
ミ
カ
ン
産
地
も
温
州
ミ

カ
ン
の
適
地
で
は
な
く
な
る
予

測
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
関
係
機
関
や
専
門
家

な
ど
と
協
力
し
な
か
ら
必
要
な

対
策
や
具
体
策
に
つ
い
て
適
時

対
応
し
て
い
き
た
い
。

公
共
施
設
へ
の
生
理
用
品

の
設
置
に
つ
い
て

質
問　

２
０
２
１
年
度
の
議

会
で
も
要
求
し
て
き
た
、学
校
・

公
共
施
設
の
女
子
ト
イ
レ
に
生

理
用
品
の
配
置
を
求
め
て
き
た

が
現
状
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か

答
弁　

公
共
施
設
へ
の
配
布

は
行
っ
て
い
な
い
、
各
学
校

に
お
い
て
は
保
健
室
に
配
備

し
て
い
る
。

一般質問

世古　正 議員
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地域の皆さんと議会との懇談会を開催しました。
今回、御浜町地域活性化調査研究特別委員会（髙岡　洋委員長）主催で、５月 17 日（土）、
18 日（日）に町内６会場で、「地域の皆さんと議会との懇談会」を開催したところ、延べ
79 名の住民の皆さんにご参加いただき、誠にありがとうございました。
主な意見は以下のとおりです。

住民の皆さんの声

まちづくり� 意見数５
＜主な意見＞

・新校舎建設に伴う学校跡地の利用

・まちづくり協議会の設置

・阿田和駅舎の建て替え

農林水産業振興� 意見数12
＜主な意見＞
・稲作対策の強化
・柑橘後継者対策等の強化
・柑橘に係る観光対策
・柑橘に係る潅水対策
・集落支援員の雇用
・新規就農者に係る作業倉庫の整備
・農地の継承

商工観光� 意見数６
＜主な意見＞
・�観光名所（妙見山、桃太郎岩）までの道案内看
板の整備
・観光事業の継続問題

� 桃太郎岩（尾呂志片川地区）

各会場の様子
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福祉・医療� 意見数10
＜主な意見＞
・尾呂志診療所について
・要介護者等に係る対応
・紀南病院の財政問題
・福祉バスの運行見直し
・障がい者の窓口無料化
・子育ての支援

環境衛生� 意見数10
＜主な意見＞
・畜産牛舎に係る環境問題
・太陽光発電設置に係る条例の制定
・オオキンケイギクの駆除
・犬猫等のペットの飼い主のマナー
・草木の回収

道路� 意見数６
＜主な意見＞
・壺の池周辺の道路環境整備
・農道更

こう

正
せ い

線の拡幅
・高速道路整備に伴うパーキングエリアの整備

教育・文化� 意見数10
＜主な意見＞
・神木イヌマキの調査
・志原公民館の改修整備

神木のイヌマキ

総務・企画� 意見数14
＜主な意見＞
・タクシーチケット配布の格差是正
・ふるさと納税の更なる強化
・空き家バンクの充実
・地域おこし協力隊の活動実態の透明化
・オレンジ商品券の全戸配布

防災・防犯� 意見数９
＜主な意見＞
・大手畜産業者との災害支援協定の検討
・携帯電話不感地帯の解消
・津波避難タワー建設の是非
・防犯カメラの設置
・防犯灯の設置

多くのご意見やご提案をいただきありがとう
ございました。皆さんからいただいた貴重な
意見は、議員間で取りまとめの上、執行部に
届けたいと思います。
� （髙岡洋委員長）
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